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は、従来手法である Selective と Continuous ARQ と
を組み合わせた手法を提案する。また、アクセス制御


























に Go-Back-N ARQや Selective Repeat ARQが提案
されている。海中無線通信向けの Continuous ARQと
して JSW [3]が挙げられる。 
また、UWASNsにおいて複数のノードが競合するよ
うな通信環境を想定した場合、アクセス制御が必要と
























































図 1 Selective+JSWの Hybrid ARQ 





た NAV の設定を行った。しかし、オリジナルの IEEE 































は、従来手法である Selective と Continuous ARQ と
を組み合わせた手法を提案した。また、アクセス制御














Number of Fragmentation 16
Frame Size 256[byte]
Packet Header Size 10[byte]
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